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事業名 一般国道２４８号 太田バイパス 事業 一般国道 事業 岐阜県
おおた

区分 主体

起終点 自：岐阜県美濃加茂市御門町 延長
み の か も みかどちょう

至：岐阜県関市西田原 ８．７km
せき にしたはら

事業概要
一般国道２４８号は愛知県蒲郡市を起点とし、岐阜県岐阜市に至る延長約９６ｋｍの幹線道路である。
太田バイパスは県南部の主要都市間の地域連携促進及び美濃加茂市街地の交通混雑の緩和を目的とした
８．７ｋｍの４車線道路である。
Ｓ５１年度事業化 Ｓ４９年度都市計画決定 Ｓ５２年度用地着手 Ｓ５３年度工事着手

全体事業費 ３６０億円 事業進捗率 ８８％ 供用済延長 ４．７km
計画交通量 １７，４００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)／(事業全体) (残事業)／(事業全体)
分析結果 ４４ / １６９億円 ４７０ / ４７０億円 平成１５年(事業全体)

３９/１６４億円 走行時間短縮便益：３９３/３９３億円２．８ 事 業 費：
５/ ５億円 走行費用減少便益： ５５/ ５５億円(残事業) 維持管理費：

交通事故減少便益： ２２/ ２２億円１０．７
事業の効果等
・国土・地域ネットワークの構築（地域高規格道路（岐阜南部横断ハイウェイ）の位置づけあり）
・個性ある地域の形成（地域連携プロジェクト（中濃地方拠点都市）を支援する） 他６項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
一般国道２４８号は県南部の都市を結ぶ主要幹線道路として、沿道地域の産業経済及び文化の向上に大
きな役割を果たしており、美濃加茂市をはじめとする関係４市９町の首長で構成される国道２４８号バイ
パス線新設促進期成同盟会より早期整備の要望を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
周辺の道路整備及び宅地開発による交通量の増加に伴い、本バイパスの必要性は益々増大している。
事業の進捗状況、残事業の内容等
用地買収はほぼ完了し、工事促進中である。現在までに４．７ｋｍを部分供用している。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
都市部での事業であること及び大型補償物件が存在したため用地買収に時間を要したが、平成１６年度
には延長１．５ｋｍの部分供用を目指し、順次整備を進める。
施設の構造や工法の変更等
沿道開発事業との連携による道路建設費の縮減等コスト縮減を図っている。また、植樹帯の設置、法面
植栽など環境にも配慮した計画としている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
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※事業全体の費用便益は、既供用区間を除く区間を対象とした費用便益分析を行っている。


